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　近年、宇宙天気研究の観点から、磁気圏起源の高エネルギー電子降り込みが地球大気に与える影響に対して

注目が集まっている。数十keV以上の高エネルギー電子降り込みは、リオメータにより地上で観測される。リ

オメータは、銀河起源の雑音電波の電離層吸収を観測することにより、オーロラ電子降り込みによる電離圏

D領域の電子密度増加を推定する装置である。しかし、単一周波数の銀河雑音電波を受信する従来のリオ

メータは、高エネルギー電子降り込みの有無は同定できるが、電子フラックスを定量的に知ることはできな

い。降下電子フラックスを定量的に推定するため、近年、広帯域の銀河雑音電波を受信するスペクトルリオ

メータがフィンランド地球物理観測所（SGO）により開発されている（Kero et al., 2014）。我々は、第63次

南極地域観測（2022～2023年）において南極昭和基地でリオメータによる広帯域電波観測を実施するた

め、スペクトルリオメータの開発を行ってきた。本スペクトルリオメータは、周波数20～60MHzの銀河雑音

電波を連続観測することにより、高度約50～120kmの電離圏電子密度プロファイル及び数keV～数MeVのエネ

ルギー帯の降下電子エネルギースペクトルの導出を目指す。 

　昭和基地におけるスペクトルリオメータ観測において、解決すべき問題がある。昭和基地では、大型大気

レーダー（PANSYレーダー）が送信周波数47MHzで定常観測を行っており、スペクトルリオメータと観測周

波数が重なっている。この問題を解決するため、我々は、PANSYレーダーが送信していない時間帯の銀河雑音

電波データのみを取得することにした。ソフトウェア無線用データ収集装置にPANSYレーダーの送信タイミン

グ信号と銀河雑音電波を同時に入力し、パソコンに転送する。パソコンでは、レーダーの非送信時の銀河雑音

電波データのみを抜き出す。さらに、パソコンでは、取得された銀河雑音電波データをリアルタイムで高速

フーリエ変換（FFT）、間引き処理し、パワースペクトルとして毎秒記録する。本発表では、スペクトルリオ

メータ観測の科学目的、観測システム、試験観測の結果等について紹介する。 
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